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平

成

二

十

三

年

の

新

春

を

迎

え

、

謹�

ん

で

年

頭

の

ご

あ

い

さ

つ

を

申

し

上

げ�

ま

す

。�

　

組

合

員

な

ら

び

に

関

係

機

関

の

み

な�

さ

ま

に

は

、

お

健

や

か

に

清

々

し

い

新�

年

を

お

迎

え

の

こ

と

と

、

心

よ

り

お

慶�

び

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

平

素

は

当�

組

合

の

業

務

運

営

全

般

に

わ

た

り

格

別�

の

ご

厚

情

を

賜

り

厚

く

お

礼

申

し

上

げ�

ま

す

。�

　

さ

て

、

昨

年

は

民

主

党

政

権

下

で

進�

め

ら

れ

て

き

た

「

森

林

・

林

業

再

生

プ�

ラ

ン

」

一

色

に

彩

ら

れ

た

一

年

で

あ

り�

ま

し

た

。

五

つ

の

検

討

委

員

会

か

ら

中�

間

発

表

さ

れ

た

内

容

で

は

、

森

林

組

合�

の

ハ

ー

ド

事

業

か

ら

の

撤

退

論

な

ど

厳�

し

い

意

見

も

あ

り

ま

し

た

が

、

全

国

の�

森

林

組

合

や

全

森

連

「

森

林

・

林

業

再�

生

プ

ラ

ン

へ

の

対

応

検

討

会

議

」

か

ら�

の

提

言

に

よ

り

、
「

森

林

・

林

業

の

再

生�

に

向

け

た

改

革

の

姿

」

と

銘

打

っ

た

最�

終

と

り

ま

と

め

と

な

り

ま

し

た

。
「

新�

成

長

戦

略

21

の

国

家

戦

略

プ

ロ

ジ

ェ

ク�

ト

」

の

三

つ

目

に

掲

げ

ら

れ

た

よ

う

に

、�

政

府

で

は

「

森

林

・

林

業

再

生

プ

ラ

ン

」�

の

実

行

プ

ロ

グ

ラ

ム

作

成

と

実

践

に

最�

大

限

の

力

を

入

れ

、

木

材

自

給

率

50

％�

の

目

標

に

向

け

た

「

グ

リ

ー

ン

・

イ

ノ�

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

お

け

る

国

家

戦

略

プ

ロ�
ジ

ェ

ク

ト

」

と

し

て

進

め

て

い

る

と

こ�

ろ

で

す

。

　�

　

昨

年

の

森

林

・

林

業

情

勢

は

、

猛

暑�

に

よ

る

影

響

か

、

ナ

ラ

枯

れ

被

害

が

一�

気

に

拡

大

し

、

由

利

地

域

の

被

害

は

特�

に

甚

大

で

す

。

県

は

じ

め

各

行

政

機

関�

と

連

携

し

な

が

ら

被

害

防

止

対

策

の

検�

討

と

被

害

木

の

処

理

に

あ

た

っ

て

き

ま�

し

た

。

ま

た

、

ス

ギ

人

工

林

の

整

備

実�

績

は

、

林

業

事

業

体

の

ご

協

力

を

い

た�

だ

き

県

内

一

の

実

績

を

残

し

て

お

り

ま�

す

。�

　

平

成

二

十

三

年

は

、
「

森

林

・

林

業�

再

生

プ

ラ

ン

」

を

基

本

と

す

る

林

業

施�

策

が

展

開

さ

れ

ま

す

。

当

組

合

で

も

、�

新

た

に

樹

立

さ

れ

る

「

森

林

経

営

計

画

」�

に

基

づ

き

、

森

林

の

多

面

的

機

能

が

持�

続

的

に

発

揮

し

う

る

森

林

経

営

を

実

践�

す

る

た

め

、
「

施

業

集

約

化

事

業

」

の�

推

進

が

そ

の

中

心

と

な

り

ま

す

。

森

林�

施

業

プ

ラ

ン

ナ

ー

の

資

質

向

上

や

壊

れ�

に

く

い

森

林

作

業

道

の

開

設

な

ど

、

施�

業

集

約

化

事

業

の

延

長

線

上

に

あ

る

長�

伐

期

施

業

へ

と

転

換

す

る

今

、

低

コ

ス�

ト

で

生

産

性

の

高

い

林

業

を

目

指

し

て�

ま

い

り

ま

す

の

で

、

組

合

員

の

み

な

さ�

ま

に

は

旧

年

以

上

の

ご

理

解

と

ご

協

力�

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。�

転
換
期
を
迎
え
た
林
業
の
将
来
に
向
け�

代

表

理

事

組

合

長�

小

　

松

　

佳

　

和�

謹

賀

新

年

�

謹

賀

新

年

�

代

表

理

事

組

合

長

　

小

　

松

　

佳

　

和�

副

組

合

長

理

事

　

鈴

　

木

　

　

　

充�

副

組

合

長

理

事

　

齋

　

藤

　

惣

一

郎�

理

　

　

　

　

事

　

渡

　

部

　

禄

　

郎�

理

　

　

　

　

事

　

畑

　

山

　

作

　

喜�

理

　

　

　

　

事

　

小

　

番

　

　

　

勲�

理

　

　

　

　

事

　

熊

　

谷

　

典

　

夫�

理

　

　

　

　

事

　

佐

　

藤

　

健

　

一�

理

　

　

　

　

事

　

堀

　

川

　

悌

　

二�

理

　

　

　

　

事

　

加

　

藤

　

　

　

勲�

理

　

　

　

　

事

　

猪

　

股

　

長

　

一�

理

　

　

　

　

事

　

工

　

藤

　

喜

　

作�

理

　

　

　

　

事

　

伊

　

藤

　

修

　

二�

理

　

　

　

　

事

　

小

　

松

　

　

　

貢�

理

　

　

　

　

事

　

田

　

口

　

靖

　

夫�

理

　

　

　

　

事

　

佐

　

藤

　

喜

久

一

郎�

理

　

　

　

　

事

　

細

　

矢

　

鉄

　

郎�

理

　

　

　

　

事

　

岡

　

見

　

晃

　

一�

理

　

　

　

　

事

　

豊

　

島

　

晴

　

紀�

代

表

監

事

　

村

　

上

　

佐

左

衛

門�

監

　

　

　

　

事

　

加

　

藤

　

貞

　

藏�

　

　

　

　

　

　

　

　

外

　

職

員

一

同�
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■

造

林

コ

ン

ク

ー

ル

入

賞

林

だ

が

、�

今

後

ど

の

よ

う

な

手

入

れ

が

必

要�

か

。�

　

長

伐

期

施

業

を

目

指

し

て

い

る�

の

で

、

残

存

木

と

な

る

樹

木

に

つ�

い

た

テ

ー

プ

を

外

し

、

代

わ

り

の�

目

印

と

し

て

竹

の

棒

（

一

ｍ

〜

一�

・

五 

ｍ

）

に

テ

ー

プ

を

付

け

て

立�

て

て

お

く

。

こ

の

後

、

混

み

合

っ�

て

き

て

も

、

残

存

木

の

周

囲

の

樹�

木

は

極

力

伐

採

し

な

い

。

早

く

伐�

採

す

る

と

、

年

輪

が

目

あ

ら

材

と�

な

り

品

質

が

悪

く

な

る

。�

　

下

刈

り

は

、

草

の

伸

び

た

と

こ�

ろ

だ

け

に

す

る

。

特

に

暑

さ

が

厳�

し

い

と

き

は

、

土

地

の

乾

燥

が

進�

み

、

樹

木

が

枯

死

す

る

こ

と

も

あ�

る

。

ま

た

、

山

火

事

に

も

注

意

す�

る

た

め

、

立

て

札

な

ど

で

注

意

喚�

起

す

る

。�

　

枝

打

ち

は

、

枝

の

混

み

具

合

を�

み

な

が

ら

少

し

ず

つ

行

う

。

台

風�

が

来

る

方

向

に

は

特

に

注

意

す

る

。�

�

■

ヒ

バ

を

植

え

た

い

が

、

育

つ

だ�

ろ

う

か

。

ま

た

、

調

達

は

ど

う

し�

た

ら

よ

い

か

。�

　

ヒ

バ

は

育

つ

の

で

大

丈

夫

。

比�

較

的

に

挿

し

木

養

成

が

し

や

す

い�

　

昨

年

行

わ

れ

た

三

浦

指

導

員

に

よ

る

林

業

相

談

を

、

幾

つ

か

ご

紹

介

い�

た

し

ま

す

。�

　

引

き

続

き

林

業

相

談

を

行

っ

て

い

き

ま

す

の

で

、

ご

気

軽

に

相

談

く

だ�

さ

い

。�

樹

木

で

あ

る

の

で

少

量

で

あ

れ

ば�

試

し

て

み

て

は

ど

う

か

。

苗

木

に�

つ

い

て

は

県

森

連

を

通

じ

て

頼

む�

と

よ

い

の

で

は

な

い

か

。�

�

■

庭

木

の

ア

カ

マ

ツ

の

木

勢

が

な�

く

な

っ

た

。

薄

緑

の

コ

ケ

の

よ

う�

な

も

の

が

付

着

し

て

い

る

が

、

病�

気

だ

ろ

う

か

。�

　

現

地

確

認

す

る

と

、

土

及

び

樹�

幹

に

び

っ

し

り

コ

ケ

が

付

着

し

て�

い

る

。

周

辺

と

樹

幹

の

コ

ケ

を

削�

り

取

れ

ば

元

気

に

な

る

で

し

ょ

う

。�

�

■

広

葉

樹

を

植

え

た

が

、

降

雪

で�

折

れ

た

り

曲

が

っ

た

り

し

て

い

る

。�

棒

を

立

て

、

縛

る

と

折

れ

て

し

ま�

っ

た

。�

　

根

が

活

着

し

た

も

の

な

ら

ば

、�

折

れ

た

箇

所

の

芽

の

上

で

切

り

、�

切

り

口

に

薬

品

（

ト

ッ

プ

ジ

ン

Ｍ�

ペ

ー

ス

ト

）

を

塗

り

、

保

護

す

る

。�

�

■

カ

モ

シ

カ

の

食

害

の

防

除

方

は�

ど

う

か

。�

　

忌

避

剤

（

ヤ

シ

マ

レ

ン

ト

）

を�

直

接

樹

木

に

塗

布

す

る

。

組

合

購�

買

で

取

り

扱

っ

て

い

る

。�

林

　

業

　

相

　

談�

組

合

員

技

術

講

習

会

組

合

員

技

術

講

習

会�

組

合

員

技

術

講

習

会

組

合

員

技

術

講

習

会�

組

合

員

技

術

講

習

会�

【

日

　

　

時

】

十

二

月

九

日

（

木

）�

【

会

　

　

場

】

森

林

組

合

本

所

二

階

会

議

室�

【

参

加

組

合

員

】

八

十

五

名�

◎

講

師�

　
（

株

）
新

宮

商

行

東

北

営

業

所�

　

　

　

　

所

　

　

長

　

菅

　

井

　

修

　

身 

氏�

　

秋

田

マ

ッ

カ

ラ

ー
（

株

）

�

　

　

　

　

営

業

部

長

　

小

　

松

　

　

　

誠 

氏�

　

　

　

　

同

社

社

員

　

腰

　

山

　

信

　

一 

氏�

　

　

　

　

同

社

社

員

　

嵯

　

峨

　

史

　

崇 

氏�

◎

講

習

内

容�

　

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

目

立

て

講

習�

菅

井

氏

に

よ

る

資

料

を

使

っ

た

指

導

の

後

、

四

班�

に

分

か

れ

て

の

実

技

指

導

を

行

い

ま

し

た

。�

松林健全化�

ボランティア作業�

松林健全化�

ボランティア作業�

　12月4日（土）由利本荘市会場、5日（日）にか�

ほ市会場で、松林健全化ボランティアが開催�

されました。�

　落ち葉等により肥沃化したクロマツ林床を�

整備し、菌根菌の発達を助長し、健全な海岸�

林育成を図ることが目的です。�

　両会場とも多くの市民が�

参加して、松林の林床に堆�

積した落ち葉を取り払う作�

業を行いました。�

開会式�作業中�

作業前林内�

（落葉で覆われている）�

作業後林内�

（落葉がなくなり、土が見えている）�
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森

林

組

合

だ

よ

り

　

平

成

二

十

三

年

一

月

一

日

発

行

　

印

刷

・

3
由

利

印

刷�

4

（平成22年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

11　月　4　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

12　月　3　日�

本荘由利木材流通センター�樹　種�材　長�

　C

3.65

径　級�

　B

ス

　

　

ギ�

16～22

24～34

（3, 058）�

11, 010

（2, 848）�

10, 256

（2, 988）�

10, 758

（3, 449）�

12, 597

（3, 010）�

10, 836
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月�

11月：一部の若齢材はそれなりの単価。それ以外は総じて強含み。36cm上以外は完売。�

　　　全県的に民間市場を含めて原木不足となった。�

12月：材質の劣るものと36cm上以外は完売。材質による価格差はあるが、各径級とも好値となった。�
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